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那須クラブ会長 主題 

地域につなげ那須ワイズ 

 

ＴＨＥ Ｙ‘Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦ ＮＡＳＵ 

NETWORK NASU 
ＣＨＡＲＴＥＲＥＤ  １９９５ 

那須ワイズメンズク

 

２０１７～２０１８年度  №２２９ 

２０１８～２０１９年度 主題 
国際会長：(ＩＰ) Moon Sang Bong （韓国） 

「私たちは変えられる」 
アジア地域会長：（ＡＰ） 田中 博之(東京多摩みなみ) 

「ワイズ運動を尊重しよう」 
東日本区理事：（ＲＤ）宮内 友弥（東京武蔵野多摩） 

「為せば、成る」 
北東部長：涌澤 博（仙台青葉城） 

「チャンス到来 われら北東部から世界へ」 

 クラブ役員 事務局 
会 長 ：河 野 順 子 
副会長 ：村 田  榮 
     田 村 修 也 
書 記 ：藤 生  強 
会 計 ：村 田・鈴 木 
担当主事：藤 生  強 
ブリテン：田 村・村 田 

１月例会データÜ（出席率：100％） 

在 籍 者  ６名 

例会出席者 ６名名 メ ネ ッ ト ２名 

 

 

 

 

 

２月 Happy Birthday 

２／１２  村田 榮メン 

 

今月の聖句 

わたしたちは信仰によって義と

されたのだから、・・・今の恵

みに信仰によって導き入れら

れ、神の栄光にあずかる希望を

誇りにしています。 

 

ローマの信徒への手紙 5：1～2 

強調月間：ＴＯＦ 

 

    

１月（新年）例会 １月 ５日 於：和厨房「遊善」 
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巻 頭 言 

会長 河野 順子 
那須ワイズメンズクラブ１月新年例会から 

１月５日例会は、例年であれば今年の一年の抱負

を語るはずであった。今年は「塩谷キャンプ場につ

いて、話し合われた。昨年末、藤生容子氏からの課

題提案があった。昨年１１月ごろ彼女は現場を訪ね

て感じたことを紹介された。現在のキャンプ場の写

真も紹介された。活性化することの手始めに足利Ｙ

から、何かの形でサイクリングをして、ゴールを塩

谷キャンプ場にするという案であった。（足利Ｙは、

以前当該、キャンプ場を利用していたという経緯が

ある。） 
次に原田ワイズから設立当初からの経緯の説明が

あった。とちぎＹＭＣＡの５周年記念として設立さ

れたこと。土地そのものは、数十万で手に入れたが、

メンテナンスを行い使用できるまでには、一千万円

くらい投入したこと。この額でのＹＭＣＡの資産は

ここだけではないかと。立地的に考えて、尚仁沢・

鳥羽の湯・県民の森があり、蛍が飛び、湧水からの

クレソンが生えている。この近くの畑を借りてサツ

マイモもできる。星空のきれいなことで名の知れた

元の熊ノ木小学校もすぐ近くである。キャンプ場と

しては、人家が密集していても難しいし、距離的に

里から離れすぎていても駄目。それらを勘案しても

場所的に塩谷キャンプ場は最適である。 
ＹＭＣＡの核である青少年の健全育成には、自活

トレーニングには良い場所であるはず。 
いま、このままではせっかくの財産は朽ちるだけ。

那須ワイズのエリアにあることから那須ワイズで何

ができるか。さくらの花は入学式のころ咲いてしま

い、多くの人が忙しいだろうから、それから数週間

遅れて咲くしだれ桜など数十本植えたらどうだろう。

ただ、那須ワイズだけの問題でなくとちぎＹＭＣＡ

として考えていくものと考える。 
原田ワイズは、現在、多病を患い息切れがひどく、

話も途切れるかと思いきや、この話では、桜の咲く

キャンプ場が目に浮かぶのか、青年が夢を語ってい

るかと思われる表情で語られた。感動である。 
那須ワイズとしては、現場の雑草の整理に労力投

入などは可能な限り協力は惜しまない。まずは、Ｙ

ＭＣＡ（組織）として塩谷キャンプ場の意義を明確

に打ち出すことであり、今年が正念場である（と原

田ワイズは言われる）。できるかできないかでなく、

やるかやらないかだ。「なせば成る」は、東日本区

の宮内理事の主題でもある。 

ぜひ、とちぎＹＭＣＡとして方針をうち出して欲

しいと那須ワイズのメンバーは考えている。 
 

１月(新年)例会 
書記 藤生 強 

日時:２０１９年１月５日午後１時３０分～３時 

場所：和厨房「遊善」 

参加者：メン：河野順子、田村修也、原田時近、鈴

木保江、藤生強、村田榮。メネット：原田晴子、村

田紀美子。 

新年例会は、役員会に先立ち、和厨房「遊善」に

て美味しい食事を頂きながら行いました。 
食事の前に、那須ワイズと言うよりも那須ＹＭＣ

Ａを含めたとちぎＹＭＣＡ全体の懸案事項である

「ＹＭＣＡ塩谷キャンプ場」について話し合われま

した。 
塩谷キャンプ場は那須ワイズや那須ＹＭＣＡの活

動エリア内にありますが、２０１１年の東日本大震

災の原発事故によりキャンプ場が位置する地域は拡

散した放射性物質の「ホットスポット」として影響

を受けました。それ以降使用を控え、放射性物質の

影響が少なくなった（とされる）現在も使用再開を

することなく、今に至っています。現在使用してい

ない主な理由は、いまだ続く「放射性物質への懸念

（風評？）」と篠や雑草によりフィールドが荒れた

ための「整備不良」の２つです。 
初めに原田メンより、「塩谷キャンプ場は公益財

団法人とちぎＹＭＣＡが所有する唯一の土地」であ

り、「とちぎＹＭＣＡ設立５周年の記念事業として

取得した」などの説明を受けました。 
その後、藤生ワイズ担当主事より昨年１１月末に

行った現地調査の報告をしました。 
話合いは「具体的な整備内容」から「将来のキャ

ンプ場像」など幅広く話し合われ、〝まずは一歩を

踏み出そう〟と今春除草を主とした「整備」にワイ

ズとＹＭＣＡの合同で行おうということになりまし

た。今年の〝大きな方針〟が示された後は、美味し

い食事を堪能しました。 
３月９日に東日本大震災の復興を願う「揚がれ！

希望の凧」を２年ぶりに那須地区にて開催しますが、

塩谷キャンプ場の課題も含め、震災復興はまだまだ

道半ばと改めて感じました。 
 

２月第２例会（役員会）報告 

日 時：２月８日（金）午後６時３０分～ 

場 所：ココス西那須野乃木店 
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出席者：田村副会長、村田副会長、平山主事、田村

メネット 

協議事項 

１．２月例会（ＣＳ公開講演会）の件 

２月１５日（金）に例会を行う。内容は、昨年度に

続いて超高齢化社会を元気生き抜く第２弾『「もしも

の時」に備えて話し合いましょう』と題して河野順

子会長（（社）栃木県訪問看護ステェーション協議会

会長）の講演（スライド）とグループに分かれての

話し合いを行う。司会、田村副会長。プロジェクタ

ーの準備、平山主事。当日のプログラム作成、田村

副会長。講演後のグループでの話し合いの時にお茶

菓子とお茶を出す。その準備は、田村メネットにお

願いする。資料の印刷は平山主事にお願いする。 

２．次期会長研修会参加の件 

日程の都合で欠席をする。 

３．３月（ユースリーダーによる報告会）例会の件 

日程は、３月２２日（金）を第１候補として、平山

主事のところでユースリーダーの出席を考慮して行

う。 

４．揚がれ！希望の凧２０１９ 

３月９日（土）午後１時３０分より大田原のふれあ

いの丘芝生広場にて開催する。ワイズの活動として

特別例会とする。 

５．２月ブリテン発行について 

６．３月役員会（第２例会）について、  

３月１日（金）午後２時より西那須野教会にて開催

する。 

７．シイタケコンブの購入について 

２月例会時に間に合うように８０個購入する。 

 

今後の予定 

・３月役員会（第２例会） 

日時:３月１日（金）午後２時～ 

場所：西那須野教会 

内容：２月例会（公開講演会）の反省、３月例会（ユ

ースリーダーの報告会）、４月（植樹）例会、３月

号ブリテンの発行、ＹＭＣＡ報告等。 

 

・揚がれ！希望の凧２０１９ 

日時：３月９日（土）午後１時３０分～ 

場所：大田原氏ふれいあいの丘芝生公園 

 

・３月例会（ユースリーダーの報告会） 

日時：３月２２日（金）午後６時３０分～（予定） 

場所：西那須野教会 

旧西那須野（那須西原）の緑と水（第７０回） 

田村修也 

 「シンペイの史談フォーラム」は知る人ぞ知る日

本のアナーキストの領袖白井新平の連載であるが、

その十四、戦争は犯罪である！血税反対と農民戦争

の中で、彼は驚くべき発見をする。 白井新平はそ

の調査から、明治八年三月三日に突然、時の太政大

臣三条実美は、大久保利通（参議）・山縣有朋・旧

幕臣勝安房・大鳥圭介等を引き連れ、兵五十名に守

られて（矢板）に到着、旧庄屋の坂巻家屋敷を挑発

して、表に太政官の看板を掲げ、ここに三か月間滞

在したことを知るのである。 
 このどの明治政史にも書かれていない空白の三か

月間に何が起こったのであろうか。当時新後間もな

い新政府は、その前年、明治七年の二月には、維新

初期に司法卿として司法権の確立に尽力した、元参

議江藤新平が佐賀で挙兵、同年十月には攘夷主義を

奉ずる足黒伴雄等の敬神党が熊本に蜂起して、県令

を殺した神風連の乱などが続発して、彼等の足もと

西国の政情は極めて不安であった。この神風連の乱

に呼応して明治九年十月には、福岡県秋月の士族に

よって秋月の乱が起こされたし、同じとき長州でも

前原一誠（元参議）等による萩の乱が起こる。 
 明治八年三月というと、このような政情不安のさ

なかであった。にもかかわらず新政府の高官連が首

都を去って、一挙して矢板に集まった緊急事態の原

因は何であったのであろうか。お膝元の西国さえか

くの如き不安定の状況にあったとするなら、明治元

年から二年まで新政府軍と相戦った東北においては、

更に不穏の空気に包まれていたであろう。東北には

西国武士にもかして、新政府に怨みを持つ士や農民

が多数散在していた。 
 旧幕奥羽連合軍は二本松、会津若松を中心として、

天童・湯沢・新庄と東征軍を一手に引き受て激戦を

展開した。 上野に據った彰義隊は既に慶応四年五

月に破れ、寺沢新太郎・渋沢成一郎等に率いられた

逃亡兵約二百余は、折りから東京沖にあった幕府の

軍艦に逃れた。旧幕海軍総裁榎本武揚らは、開陽丸・

長鯨丸等の軍艦で東京を脱出、北海道に向かう。 
 それより先、江戸開城に不満を持つ大鳥圭介らは、

土方歳三に率いられる新選組残党と合して、二・三

千名となり、江戸を脱して国府台に至る。評定の結

果、大鳥を総督とし土方を参謀とする。 彼等は宇

都宮を奪還し、日光を拠点として再挙を期さんと北

関東をめざす。小山・大平山・鹿沼を抜いた大鳥軍

は、四月二十三日宇都宮城を奪還、藩主戸田一族は
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館林に逃避。大鳥の脱軍によって関東地方一帯は戦

禍に見舞われたが、この賊勢は次第次第に北伸して、

独り北関東ばかりでなく、その影響は直接間接に東

北地方や会津方面に及び、裏日本の古屋衡鋒隊の挙

兵と相まって、東日本全体に騒乱を惹起した。 
 宇都宮を奪還したのち、日光に向かった大鳥軍は

今市の戦いに敗れ、増大する官軍の追撃に抗するこ

とが出来ず、六月には会津に向かって総退却する。

その後戦乱の中を大鳥は福島を経て九月十五日に仙

台に着く。十月慶應は明治と改元。 
 会津では幕軍が勇戦奮闘したが衆寡敵せず、遂に

十月降伏、降兵は東北に逸散、一部会津の降人は高

田藩兵に警護されて、越後高田に至り謹慎所に幽閉

された。 
 翌明治二年十一月、三十万石会津藩は本州の最北

端の下北斗南藩三万石に転封となり、更に明治三年

五月松平客大が藩知事となり、旧会津藩士は新封土

に移住した。冬はあと半年後に来る。とにかく一日

も早くこの未開の土地を開き、自給自足の道を講じ

なければならぬ。この厳しい現実の中には一筋の光

明を見い出すことは不可能であった。官軍の勝利に

よって、それに反抗した仙台・盛岡・鶴岡・二本松・

棚倉・上の山・一の関・福島・泉・天童・平をはじ

め二十余藩は封土は没収されたり、減封となり、ま

た二十数名は処刑された。大鳥らは仙台から榎本軍

に合流したが、榎本軍も孤軍奮闘の末、明治二年五

月遂に降伏した。         （以下次号へ） 
 

西那須野幼稚園だより 

学校法人 西那須野学園 西那須野幼稚園 

園長・理事長 福本 光男 

 「怒りの“やめろ”コール沸き上がる 

ドイツの小学生、大人に抗議して街頭デモ敢行」 

 

  このニュースの見出しを見て何事が起きたのかと

驚きました。デモ参加者は１５０人にもなったとい

う記事は以下のように記されていました。 

 「『もう耐えられない』 

 エミールくんが『我慢の限界』に達したのは、家

のクルマをガソリンスタンドで洗車していたときの

ことだったという。幼い妹は、初めて後部座席から

洗車機の様子を見て興奮し、しきりに父親に話しか

けていた。 

 『ねえパパ見て！ こっち見て！』 

 ところが小児科医である３７歳の父親は、スマホ

画面に見入ったまま顔をあげようともしない。その

様子に、エミールくんの堪忍袋の緒が切れた。 

 『パパ、スマホいじるのやめて』 

 大人のスマホ依存は、子供にとっても深刻な問題

なのだ。 

 調査によれば、スマホの影響で、ドイツ人が他者

と向き合う時間は確実に減少しているという。子供

のスマホ所有率も高まっており、４〜１３歳の半数

近くが自分専用のスマホを持っている。 

 ただし、子供のほうがネットの世界に耽溺するこ

とのマイナス面をよく理解しているようだ。アンケ

ート調査で「自由な時間に何をしたいか？」と尋ね

たところ、上位を占めたのは「友だちと過ごす」「外

で遊ぶ」という回答だった(後略)」  

    (「クーリエ・ジャポン」 2018.9.28) 

 皮肉にもスマホをみていなければ出会わなかった

この記事ですが、私もスマホは子どもだけではなく、

特に子育て中の保護者の皆様にとっても大きな問題

であると考えます。 

 那須塩原市内の幼稚園由来の私立幼保連携型認定

こども園では、親の仕事の都合で乳児を土曜日に預

かった場合は、平日に家庭でみてもらうお願いをし

ている園が多いです。それは、人間関係能力も含め

た様々な能力が育つ乳児期には、親子関係がとても

大切であると言う根拠が沢山出ているからです。も

ちろん幼児期も親子関係が大切であるにはかわりま

せん。日本の子どもの政策であるエンゼルプランか

ら、１９９９年１２月１９日に、大蔵・文部・厚生・

労働・建設・自治の６大臣合意した新エンゼルプラ

ンに変わった時に、「こどもの最善の利益」という

文字が無くなり、子育て支援政策という名の経済政

策に変換したのです。自治体にもよりますが、保育

所や幼保連携型認定こども園の０歳児の保育に、１

年間に税金が６数十万円かかる、品川区は９００万

円という数字を１０年位前にみました。今はもっと

額が高いと思います。本当の意味の子育て支援政策

であれば、親の選択制にして、家で育児をしている

親にも０歳児、１歳児と同額を選べる政策になるは

ずであります。そして、欧州のような幼保共通の４

時間の教育無償化ではなく、ベビーシッターなどの

なんの基準も無い、つまり保育の質も問わない長時

間の保育の無償化が始まろうとしています。まさに

経済政策と考えます。 

 以上のような日本の子育て政策の中で、社会は第

４次産業革命(AI、IOT)を迎え、あらゆるものインタ

ーネットに繋がってきており、スマホはなくてはな

らないもの１つになってきています。 

  このような状況のなかで、私たち大人は冒頭の記
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事のように、私たちは、子どもの言うこと、言わん

としていること、つまり、子どもの気持ちに意識的

よりそうことが大切です。ドイツでは子どもだけの

デモは禁止され親が同伴になります。記事には、拡

声器で話すエミール君をお父さんが肩車をしている

写真が掲載されていました。少なくとも子どもと一

緒の時間位は、House(家)ではなく、Home(家庭)であ

るために。 

 

アジア学院だより 

学校法人 アジア学院 

校長 荒川 朋子 

「違う風景 違う人」 

ケニアに行ってきました。発展途上国といわれる

国々の農村指導者を養成するアジア学院は創設から

４６年間で世界５８カ国に約１，４００人の卒業生

がいます。世界の農村に散らばる卒業生の活動を現

地で見て、アジア学院の研修がどのように活かされ

ているのかを調査することは、研修の向上のために

も、アカウンタビリティーを果たす上でも重要なこ

とです。 

ケニアには２９人の卒業生がいますが、そのうちの

１４人に会うことができました。アフリカの地を踏

むのは初めてで、見るもの聞くもののすべてが新鮮

でしたが、一番驚いたのはアジア学院の卒業生たち

が学院にいた頃とは全く違う印象を見せていたこと

でした。もちろん卒業してからの月日のせいもあり

ますが、堂々と自信にあふれ、アジア学院の提唱す

るサーバント・リーダーシップを懸命に実践してい

ました。私はその姿に触れ、いかに自分が人のほん

のわずかな部分しか知らずに、その人のことを知っ

たつもりでいたかに気づき愕然としました。例えば、

今回私たちが訪問する２週間前に急逝した卒業生

（２０００年度卒、女性）について、いかに彼女が

大きな役割を果たし、将来を期待され、幅広く人々

に影響を与え、愛され慕われていたかを行く先々で

耳にしました。彼女が卒業してから２０年近くも経

つのに、そんなことの一片すらも想像できずにいた

ことをとても恥ずかしく思いました。別の卒業生（２

０１５年、男性）も静かで控えめな印象しかもって

いませんでしたが、彼の活動する村を訪ねると、熱

意を持って活発に活動をしていて、村の人たちと強

い信頼関係で結ばれていることがよくわかりました。 

アジア学院の学生たちが自分のコミュニティーで何

を必要とし、アジア学院や日本で見るもの、触れる

もの、学ぶものによってどう刺激され、それらがそ

の人の中にどう取り込まれ変換されていくのか、そ

してそれらがやがてどのように現地の人々に伝わり、

何に生まれ変わっていくのか、それはその人それぞ

れで、その土地の、その社会においてしか分からな

いとこともきっと多いのだろうと思いました。自分

の小さな認識の枠になど収まるものではないと強く

感じました。乾燥した赤い土、トウモロコシとバナ

ナの畑、たわわに実ったマンゴーの木、道路わきを

歩く大勢の人、子ども、牛、羊、ヤギの群れ。派手

な色のペンキで塗られた石造りトタン屋根の小さな

店の列。この初めて見る風景の中に、卒業生たちの

顔を思い浮かべてはめ込むと、自分の知っているの

とはまるで違う人物像が見えるような気がしました。 

そして日本に思いを馳せてみました。外国にルーツ

を持つ人がこれからどんどんと増えるであろうこの

国にはそんな想像力が大事になるだろうと思いまし

た。日本の風景の中に見えるこれらの人々の姿は、

日本人とは比べ物にならないくらい、ほんのわずか

な部分しか理解されていないに違いありません。そ

んな限られた枠の中だけで彼ら、彼女らを判断して

しまうのは大間違いであるかもしれないし、何より

ももったいない気がします。想像力を最大限に膨ら

まして、別の風景に彼、彼女らを入れてみたら、日

本にはもっと豊かな、寛容な心が生まれてくるかも

しれない。そんなことを思いました。 

 

ＹＭＣＡだより 

【とちぎＹＭＣＡウィンタープログラムが終了しま

した！】 

12月下旬よりスタートしました、とちぎＹＭＣＡ

ウィンタープログラム（キャンププログラム・日帰

りプログラム・スキープログラム・ウェルネスプロ

グラム）が予定通り実施され、無事に終了いたしま

した。沢山の子どもたちが参加し、有意義な時間を

過ごし、貴重な時間を過ごし、貴重な体験を重ねる

ことが出来ました。また、ユースリーダーも各プロ

グラムに参加し、それぞれの役割の中で子どもたち

と向き合い、共に過ごし成長することが出来たと思

います。ＹＭＣＡのプログラムにはCaring（やさし

くする）、Honesty（しょうじきになる）、Respect

（人を大切におもう）、Responsibility（できるこ

とは自分からする）というＹＭＣＡで大切にしてい

る４つの想いが込められています。プログラムの

様々な場面で、子どもたちがそれらを感じ考えてく

れたらとても嬉しく思います。また、その経験が子

どもたちを成長させ、日々の生活で活かされること
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を願い、今後もプログラムを展開していきます。那

須ＹＭＣＡからは5名のリーダーがシーズンプログ

ラムに参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＹＭＣＡピンクシャツデー２月２7日（水）】 

ピンク色の服を着ていじめ反対をアピールする「ピ

ンクシャツデー」を今年も全国のＹＭＣＡで行いま

す。この運動は２００７年カナダで、ピンク色のシ

ャツを着た少年がゲイだといじめられたことに抗議

し、皆でピンクシャツを着たことから始まりました。

社会全体がいじめに対して「自分事として」向き合

うこと、そして被害者と加害者以外の立場にいる人

が「傍観者にならないこと」が、いじめられている

人を救うことになると私たちは考えます。公平で平

和な世界の実現を目指していきます。２月２８日は

みなさんでピンクシャツを着ましょう！ 

 
【とちぎＹＭＣＡ・那須ＹＭＣＡの２月の予定】 

・２/２（土） サタデークラブ＠那須高原自然の家

（雪遊び） 

・２/３（日） エンジョイドッジボール大会 

・２/９（土） サタデークラブ＠千本松牧場（いち

ご狩り） 

・２/１６（土） サタデークラブ＠矢板いちごの里

（いちご狩り） 

・２/１７（日） Ｙキッズ＠那須温泉ファミリース

キー場（雪遊び） 

・２/１６～１７（土・日） 野外クラブ雪遊びキャ

ンプ 

・２/２３（土） サタデークラブ＠那須高原自然の

家（雪遊び） 

・２/２７（水） ピンクシャツデー 

 

ユースリーダーのつぶやきコーナー 

 

 

 

①五十嵐啓祐(べこ) 
②国際医療福祉大学 
医療福祉・マネジメン

ト学科 
③福島県 
④子供と関わること

が好きだったから 
⑤エンジョイスキーキャンプです。 
理由︰初めてのキャンプ参加で色々なことを学べた

からです。三日間子供たちを過ごし、いつもより密

に関わることが出来てとても思い出に残っています。 
⑥社会福祉士になりたいと思っています 
⑦子供達と一緒に何かを作ったり、どこかに行った

りと色々な経験が出来るのでとても楽しいです。 
 

編集後記 

・２月号の編集が遅れてしまい申し訳ありません。

大切な原稿をいただいた方々にお詫びいたします。 

・後期の会費の納入時期を迎えております。会計ま

でお支払いください。 

・年賀はがきの３等（年賀切手）を集めております。

ご協力ください。当選番号は、０２，４２，７８で

す。切手で提出ください。 

・理事通信１月号に、メネット委員会からのお知ら

せとして、『第２８回アジア太平洋地域大会に「平

和七夕」で歓迎を！』を掲載されています。その折

鶴の作り方と送り先をお知らせいたします。ぜひご

協力の程、宜しくお願いいたします。次ページに掲

載します。ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

１.名前（リーダー名）２.学校名３.出身地４.ＹＭＣＡ

に入ったきっかけは？５.思い出に残った活動とその理

由は？６.今後の進路は？７.ＹＭＣＡに一言 
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8 
 

公 開 講 演 会 の ご 案 内 
超高齢化社会で元気に生き抜く‼第 2 弾 

 

 
 

 

 

 

 

 昨年２月公開講演会では、超高齢化社会を元気に生きる抜くためについてお話しました。 
「健康な長寿」は、高齢者にとって関心の高いことであることは、周知のとおりです。 

年齢による違いはありますが、概ね普通あるいは健康と思っている高齢者は増えてきてい

ます。高齢者の受療率も年齢によって異なるものの横ばいまたは若干低下傾向にあり、こ

れからは高齢者の取り組み方によってさらに健康な高齢者が増えていく可能性もあると厚

生労働省からの報告があります。 

これまでは、いかに長く生きられるか、平均寿命を延ばすことを目標にしてきましたが、

これからは、生活の質を重視し、長くなった寿命を「健康で自立して暮らすことができる

こと」に目が向けられています。 
高齢者の健康づくりは、昨年も皆様に案内しましたように、栄養・運動・社会参加が有

益であります。運動・社会参加については、まだまだ皆さんにお伝えすることはあります

が、今回は、ACP（アドバンス・ケア・プランニング）について紹介したいと思います。 

「健康で自立した生活を過ごす」ことを阻む障害が生じた時、認知機能障害や自己判断が

できない状態に陥ることは回避できないことがあります。そのような状態で高齢者自身が

本位でない方向に進まないために、今、自分の想いを家族や医療者、親しい人に伝えてお

くこと、そして記録しておく、これがアドバンス・ケア・プランニングといいます。（厚生

労働省では、愛称として『人生会議』）としています。 
終い仕度や終活などと今までも言葉はありましたが、お互いに話し合ったうえで、納得の

いく最終段階を迎えたいという意図があります。みんなで語り合いましょう。 

 

〇日 時：2 月 15日(金) 午後 6 時 30 分～午後 8 時頃 
〇会 場：西那須野教会１階ホール （那須塩原市太夫塚 1-232-438） 
〇講 師：河野順子（那須ワイズメンズクラブ 会長） 

    〈社〉栃木県訪問看護ステーション協議会 会長 
〇入場料：無料（夕食の準備はございません） 
〇主 催：那須ワイズメンズクラブ・那須ＹＭＣＡ 
〇お問い合せ：那須ワイズメンズクラブ 副会長 田村修也（０９０-５５４５‐６７６３）  
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